
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

人と人，人と機械をつなぐ技術の研究 

 

氏氏名名：：      末末永永  貴貴俊俊  ／／SSUUEENNAAGGAA  TTaakkaattoosshhii  EE--mmaaiill：：  ssuuee@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  IIEEEEEE，，日日本本生生体体医医工工学学会会，，計計測測自自動動制制御御学学会会，，日日本本 VVRR 学学会会，，他他  

研研究究分分野野：：  人人間間情情報報学学  

キキーーワワーードド：：  
情情報報シシスステテムム学学，，ユユーーザザイインンタタフフェェーースス設設計計，，ヒヒュューーママンンイインンタタフフェェーースス，，組組込込みみ技技術術  

遠遠隔隔ココミミュュニニケケーーシショョンン支支援援，，拡拡張張現現実実感感    

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・遠遠隔隔ココミミュュニニケケーーシショョンン支支援援技技術術      ・・組組込込みみ技技術術      ・・33DD ププリリンンタタ利利活活用用技技術術  

・・拡拡張張現現実実感感応応用用技技術術  

 
研研究究内内容容：：    

【【複複合合型型工工学学技技術術にに基基づづいいたた人人間間支支援援にに関関すするる応応用用研研究究】】  

人々が支援を必要とするシーンについて、支援可能な技術とヒューマンインタフェースについて検討後、 

必要に応じてソフト、回路、メカの各技術を選択・組み合わせた支援システムの設計・製作・評価を行う。  

  

【【最最近近のの研研究究テテーーママ】】  

●教育用マイコンボードの開発 

●遠隔デバイス操作のための身体動作推定手法に関する研究 

●能動家具の直感的操作を目的としたハンドジェスチャー認識に関する研究 

●ゲイズステアリングのための視線誘導ゴーグルの開発 

●エデュケータブル工房を実現するための情報収集・提示に関する研究 

●インタラクティブミュージックを用いたリスクアラートに関する研究 

●高ノイズ環境下における間投詞認識に関する研究 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

教育用マイコンボード 視線誘導ゴーグル 
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